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草本群落を用いた環境教育
-草本の生活形からみた水田環境-

山口修牧野憲昭
(兵庫教育大学) (勝山市立三室小学校)

兵庫県南部の12筆の水田・畦に生育する植物を開花期・結実期および生活型について1年間調査し, 53科221種を確認した。

帰化植物3大科であるイネ科,キク科,マメ科が上位3種を占め,それらを合わせた累積頻度は0.45であった。帰化率は

0.25,休眠型・地下器官型・散布型・生育型では,それぞれTh, R5, D4, tの頻度が最も高かった。これらのことから,水田

環境は遷移の初期状態が繰り返されるという特徴をもっことが示された。 4つの生育型を組み合わせると,水田の植物は特

定のパターンの頻度に偏ることなく,多様なパターンで水田環境に入り込んでいることが示された。また,初開花時期の調

査から,田植え前に開花・結実する植物とイネの生育期間に合わせて開花・結実する植物の2バク-ンの存在が示された。

帰化植物では,生活型4つの組み合わせの上位5つを合わせた累積頻度が0,5に近く,限られたバク-ンが有利であること

が示された。また,帰化植物のThの頻度は,在来植物のそれよりも有意に高かった。水田およびその近くの草本群落を教

材にする場合には,上記の視点に加え,末記載の外来種の可能性も考慮する必要がある。

キーワード:水田植物,生活型,生育型,帰化植物
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Environmental Education Using Grass Populations:

An Estimation of Paddy Field Environment by a

Distribution of Life Forms of Grasses Therein

Osamu Yamaguchi and Nonaki Makino

{Department of Environmental Sciences) (Hyogo University of Teacher Education)

A total of twelve patty fields were surveyed for weed vegetation flora for a year in Akashi city, Yashiro town and Tojo town

in Hyogo prefecture. A total of 221 plant species were described, and they are mainly included in the three major families of

Poaceae, Leguminosae and Composiae. These families are the major taxonomic groups of higher plants and also the major

mvaded or naturalized plants. The plants were analyzed in ecological points of its life forms of dormancy, radicoid, dissiminule

and growth. The simplest forms of them and their simple jointed forms are dominated there. These findings are strongly sugges-

tive of the earliest stage of plant succession on pa仕field vegetation. This is noteworthy when patty field is utilized as a field

for environmental education and integrated studies in schools.
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はじめに

栽培イネはコムギやトウモロコシとともに世界の三大

食糧であり,畑作では困難な連作が可能である。そのた

め,日本にイネが伝わってから2000年もの間,同一の水

田で作り続けられ多くの人口を養ってきた。このように

イネを語るとき水田という水を湛えた耕地生態系と切り

離すことはできない(稲村, 2001)c多雨と温暖な気温

に恵まれた東南アジアとくに日本では,三大食糧種をは

じめとする植物にとって水田の自然環境は最も生育に適

した場所といえる。しかし近年の水田耕作は,元来そこ

に生育していた自然植相の森林を皆伐し,かつ栽培植物

保護のために侵入植物を定期的に伐採や農薬駆除をおこ

なうとともに,栽培期間以外は乾田とする。

学校教育においては生徒の視線に立ち,身近な生物と

して理科教育や環境教育・総合学習に水田や畑地や路傍

植物が群落としても頻繁に利用される。ここでは,水田

とそれを取り囲む畦を含めた生息環境に侵入する草本群

落の生態学的特徴を記述することにより,これら水田雑

草群落のもつ環境教育教材としての問題点を明らかにし

ようと試みた。

材料と方法

調査水田は兵庫県明石市大久保町および加東郡社町と

東条町のおのおの6水田づっの合計12水田を対象とした。

植物調査では, 2002年11月-2003年10月の1年間にわた

り,最低2週間に一度は調査し,水田の畦および畦近く

の田面に生育していた種子植物とシダ植物を採集し,種・

変種名,生活型,花色,初開花月を記録するとともに帰

化率を求めた。この期問での畦の草刈は3回おこなわれ

た。種の同定は,佐竹ら(1981, 1982aとb),岩槻

(1992),清水(2003),角野(1994)によった。安土桃

山時代以後渡来した植物を帰化植物とし,帰化率は全種

数に対する帰化植物の種数の割合で求めた(清水, 2003)。

生活型は,植物の生活様式を環境との関連を考えながら

類型的にとらえるために有効な方法であり,以下の4タ

イプとして表lに記載した(沼田・吉沢, 1978)cなお,

H,G, Rト, D4,,, b-pのように2つ以上の型をもつもの

については,先に示してある方が主であり, H, R,,

D,, bとして集計・分析した。また,その他の生活特性

として,竹松・-前(1987, 1993, 1997)により,土壌

生物の寄主,土壌適応,種子適応についてまとめた。

結果

合計で53科221種の維管束植物を確認した。属を同定

できなかったイネ科4種,カヤツリグサ科1種を除く

216種について,休眠型,繁殖型,生育型,花色および

初開花月を記載した(表2)。 216種の内訳は,在来植物

表1. Raunkiaer (1934)をもとにした雑草の生活形のタイプ分類(沼田・吉沢, 1978)

休眠型(dormancy form)
MM休眠芽が地表面上8*""蝣蝣'30m以上にあるもの

M休眠芽が地表面上2-8rnにあるもの

N休眠芽が地集面上0.3-2mにあるもの

S多肉董植物

E着生格物

ch地衣植物、休眠芽が地表面上0-0.3mにあるもの

H半地中植物、休眠芽が地表のすぐ下にあるもの

G地中植物、休眠芽が地中にあるもの

HH水生縫物

Th夏生一年生植物

地下器官型(radicoid form)
Rl根茎が横走して長も広い範囲に連絡体形成

R2根茎が横走してやや広い範l酎こ連絡体形成

R3根茎が短く分枝して狭い範囲に連絡体形成

R4地表に細包茎を伸ばし連絡体形成

R5地下や地表に連絡体形成せずに卓立

R(b)鱗茎をもち不定芽で増殖

R(c)球茎をもち不定芽で増殖

R(t)塊茎をもち不定芽で増殖

R(s)多肉箕の根をもつ

R(o)根・茎が地下斜めに伸びる

R(∨)根・蔓が地下垂直に伸びる

散布器官型(disseminule form)
Dl果実や種子が微細で軽かったり、冠毛、羽状毛、

翼などをもち,風や水に運ばれる

D2果実が動物に食べられて種子だけが排出されたり、

カギ、針、粘液などで動物に付着する

D3果皮の裂開力によって散布

D4重力により落下

甥E^^^^^^^^Ku&Ji崩田

生育型(growth form)

e直立型

b分枝型

t叢生型

Iつる型

p初旬型

「ロゼット型

pr一時ロゼット型

S偽ロゼット型



表2.兵庫県南部の水田環境に分布・生育する植物の生活型

番 号 料 ift ii k M * * 梢 化 .1 和 3 サ t 】l. .一 生 育 が 5 そ の 他 の q= J拏 無 性 a t *

* T B 官 や 小 a sti 三1l ミ . I 土 塊 生 物 の 寄 主 d 土 塊 適 応 .7 挿 子 適 応噌 花 色 咽 m m

1 ビ ヤク ダン 力 ナ ビキ ソウ T he s,心m Gh 加 n Se E n H R5 D , b W 4 イネ 科 の草 本 や シ′くなどに 半 寄生 す る緑 色 細物

2 タデ ヒメス イパ H um a x B ca tos e,伽 N a H R M o A PS F ,0 多 I L休 眠 長 寿 命 R 4 親 年 発 生 .P H の 低 い所 に適 応

3 タデ ス イ パ R u m e x a c e to sa E rt H R、 D , P S V .B .0 多 量 L休 眠 R A 軟 性 土 壌 の 指示 絹 物 (サH 4 ‾ 7▼5)

4 タデ ア レ テギ シ ギ シ R um e x co ng tom e .侶tuS ～- H R 5 D 4 p s B .O R 7 根 茎 によ る再生 力は 強 力

5 タデ ギ シ ギ シ R um e x j ap on ic us E n H R 5 D < PS G 8

8 タヂ ミゾ ソバ P P乃 Jba ′血 thu nbe rg u E n H H T h R 4 IV b- P R 9 璃蝣 <e jw

7 タデ ナ ガ バ ノウ ナギ ツ力 ミ P e戊 JCa ′滋 h as tato -sag ttta ta E n H H T ti R 4 0 41 b- R 9

8 タデ ハ ル タデ P .づ .C J^ 治 山如 E n T h R S 0 . e 1b N .O W id e 多 I .休 眠 長 寿 命 R 5 水 中 で5 年 生存

9 * T イ ヌタデ P ers ies .′淵 tong is eta E n T h R R o ォ C Ib ド W d e 多 JL.休 眠 .長 寿 命 R 7 Ⅰ q 岬 M IJE

1 0 タデ ボ ン トクタ デ P e作 tcaria p ub e sc en s E n T h R . D 4ー b le R 8

1 ー タデ サ ナ エ タデ P e′ざ蝣icari a s ca b,′a E n T h R5 D . e 1b R 4

1 2 ヤ マゴ ボ ウ ア メリカヤ マゴ ボ ウ P hy to,血¥c oa am e n can a N a G ft a , a w 9

ー3 スベ リヒユ ス ベ リヒユ P ortu ,血c a ote rao ea E n T h R 5 0 4 b V .B .N .O W id e 多量 l休 眠 長 寿 命 y 8 刈 戯 後 の再 生 力著 しい/ 年 4回 世 代 を重ね る 可能 性 あり

, 4 ナ デ シ コ ハ コ ベ S te & ,′甘 n 7e 血 E n T h.T W w ,〉 R d O j b V B .N .O .P W d e 多 I r長 寿 命 W 2 地 面 に接 した節 か ら発 根 l増 殖 / 周 年発 生 / 虫 媒され ないとき 自家 受粉

1 5 ナデ シ コ ミドリハ コ ぺ S tella ,由 n eg le cts E n T h.T htw ) R 4 D , b V .B .N .O ,ーP w d e W 2 地 帯 に挿 した節 か ら発 根 .増 殖 / 周 年発 生 / 虫 媒され ないとき 自家 受 粉

T6 ナ デ シ コ ノミノフス マ S te la ria a ls,′h e v ar, un du tata E rl T K vサ) R . D a b W 2

日 ナ デ シ コ ウ シ ハ コベ 伽 S 0 tか7 3〃v a ttcu m t n T M w ) R 5 D 4 b W d e # * 〟 5

ー8 ナ デ シ コ オ ラン ダ ミミナグ サ C e用<stiu m glo m cra tu m N a T h M R 5 D 4 b N W ld e サ 蝣 w 3

19 ナ デ シ コ ミミナ グ サ C era stiu m h oh steo id es E n T h (vサ) R 5 D , b w 4

2 0 ナ デ シコ ツメ クサ 恥 jap o ,〃iC a E n T hT h tw ) R T1 D .! b F W d e 多 土 ,休 眠 W 4 周 年 生 育

2 1 ナ デ シコ 力ワ ラナ デ シ コ D ゐ¥n th u s su pe rbu s va r.lo ng ic aty a n u s E n H R IG o . ft R 7

22 ヒユ ヒナ タノイノコズ チ A e′岬 ・n th es b ,′独 n ta 由 va r. to m en tos a t rl H R 1 D - e S I G 9

23 キ ンポ ウ ゲ タガ うシ 蝣蝣1it?{1F I*ti'ti't>f -i*'K -!* w E n H H (T hォO . n ., PS F W ide 詛 蝣 Y 2 サ ォ * .撫

2 4 キ ンポ ウ ゲ ウ マ ノア シ が タ R a n un c ulu s ノ'ap om c us E r- H R IB 0 : PS Y 4

25 キ ンボ ウ ゲ ケ キ ツ ネノボ タン ′ねin un cu /u s cs nto nie ,′isia ∈n T h w R , 0 . ps ド.0 W id e * * Y 4

26 ドゥダ ミ ドゥダ ミ H ou ttuy nia cord a te E n G R m D , e サ t w 5 栄 養 無相 主体

27 オ トギ リソ ウ ヒメオ トギ リ Sa roth r甘jap on ,′Ca E n T h R s D 4 e Y 7 1 日花

28 ケ シ ナ ガ ミヒナ ゲ シ P ap a ver du biu m N 一E, T h.T h(サ) R 5 0 4 PS W 1d e 長 寿 命 0 5 生 育 条 件 によって植 物 体 の 大 きさに 変 化あ り

29 ア ブラ ナ ナ ズ ナ C ap s elta b ursa -p as tori s E n T h(w ) R 5 D 4 PS V .B .N .0 W d e 多 I .休 眠 .長 寿 命 w 2 偲 年 発 生 / 替玉 揮

30 ア ブラ ナ マ メケ ンバ イ ナ ズ ナ Lep id iu m v urか 7′b u m N a T hM R < D . P r W 5

3 1 ア プラ ナ タネ ツ ケ バ ナ C a′由 inlin e ね'x uo sa E n T h(vサ) R S D l pS ド w d e 多 I -休 眠 W 1

3 2 ア プラ ナ イ ヌが ラシ Jわ'ri po a in >̀此 a E n T hM .T h R 5 0 , P r V .B .O d e S I Y 7 租 茎 切 脚 こよる再 生 力 あり

3 3 ア プラ ナ ス カ シタゴ ボ ウ 叫 <pa is k n d ica E n T h(w ),T h R 5 0 , ps d8 多 Ⅰ .休 眠 Y 2 変 化 の 多 い稚

3 4 ベン ケ イソウ コモ チ マ ンネ ン グサ S ed um b u<必* 尺′r" E n T h(vサ) R 4 D , bl P Y 5 稚 子 は ふ つうできない B む か ごを形 成

3 5 /i -> ヘ ビ イチ ゴ O u oh esn e a ch ′}甘蝣an tha E n C h R d D , PI PS W * V 4

3 6 バ ラ オ ヘ ビ イチゴ P o ten th胎 sun d atc a va r. ro bu s ta E n c h Rq D , p-p s ド w d a Y 5

3 7 マメ コ マツ ナ ギ h 伽 Je〝 p se ud o →inc to ria E n C h RFl 0 , e .b R 7 革 本 状 の 低 未

3 8 マメ ゲ ンゲ (レン ゲ ソウ ) ^ S t′叩 iu s sin iou s N a T W w RS 0 3 b B R ? 根 粒

3 9 マメ ミヤ コグ サ Lo tu s co m ic u/a tus v ar.jap o ntc us E n H R S 0 , b Ta Y 5 根 粒

4 0 マメ コメツプツ メクサ 7柵 ・Hum du biu m N a T h R 4 o , p 8 ft S tiri Y 4 根 粒

4 ー マメ シ口 ツメクサ Tri fo lium rep en s N i C h R 4 D ; p 日.F .O .P W id e 多 量 .長 寿 命 W 4 粗 放 / 耐 寒性 が 強 い

4 2 マメ カ ラス ノエ ン ドウ V ic ia a i′1耶ノSめ 血 E n T h(w > R 、 D 1 卜b 日▼F ,N,0 ォ * a R 2 根 粒

4 3 マメ カ ス マグ サ V< * te-t -a叫 -m * E n T h(w ) R. . ‾b 8 .ド W id e V A 横 粒

4 4 マメ ス ズ メノエン ドウ V ic ia h,ね u te E -. T K Cw ) . D コ b- B .F.0 長 寿 命 V 4 親 和

4 5 マメ クサ ネ ム A e sch yn o .けlen e in dic a ∈n T h R 5 D 4 e B .F.O Y 7 撮 輸 / 潮 音期 に 茎声 部 を切 株 して も再 生 力が 強 い

4 6 マ メ ヤ ブ ハ ギ 伽 w n od ium po do c a,′・p um va r. m an d sh u,′椎 E n H . D , i R 9

4 7 マ メ ヤ ハ ズ ソウ Le sp e ì由¥za s t′滑ta E n T h R 5 D . o.b B .F yV de ∩ ID 根 粒 / 故 性土 壌 に対 す る適 応 性 も高 い

48 マ メ メドハ ギ Le sp e de za ju n ce a E n H R , H j b.o B .F .P d e Y 8 線 輸 / 閉 鎖花 あ り′故 性 土 壌 にも耐 性 が ある

1 9 マ メ ノア ズ キ - -メ 一 一 ; E n C h R ,(s ) D 4 Y 8

50 マ メ ツ ル マ メ G 的 b7e ′ma x s sp .s oia E n T h Rtq D . 卜b R 8

t以Tta.沼田・会沢く1978).竹松・一首(1987.1993.1997)fiよび放水(2003)にJ:ち

・in.ai-.ォ"蝣ミnfiォォI一
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wb):脱」 fKo):球茎ROニ粗蔓Wa):多閉井の頓Wo):扱・茎が地下斜めにのvるFKv)根・蔓が地下に重直にのUる

14 °l h1'.ヽ、、=、てiIIJni r; iさM._.!.'<1i a> nォ蝣n.よi r-*サー?<こI.'p* *・蝣■
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表2のつづきく1)

番号 tl L B H lE f 筆 名 柵化.1 tt k 単 l: B 宿 世 3 3 そ の 他 の 生 活 特 性 ∈Pl .
地下器 官型鳴 散宿器官噂叫 土塊 生輸の寄主叫 土塊韻 応.7 蝣i t TM m m B El花 月. tO

5 1 カタバミ カタ′くミ 0 X a伝 c o m ic ula ta E n c h R 4 D Rク P ub F .N .O W id e サ蝣 Y 4 凧年発生/ 変えが多い

5 2 カタバミ オツタチカタ′{ミ O xa iis d eilen ii N a c h . IV 6 F Y 4 地上茎 はすべて地 中を碗走する相叢から生じる

53 フウロソウ アメリカフウ口 G e′pinitial caro lin ia ,′num N a T h R 5 D S b R 4

54 卜ウダイグサ オオこシキ ソウ 0′坤¥m ae sy ce nu tan s N i T h R 5 D 3 Orb W ido 多量1休 眠 R 7

55 トウダイグサ コニシキソウ c e sy ce m a cu ,触 N d T h R 5 0 ) b- P 8 ,0 多J L.休 眠 R 8 茎の節 から根を出す/ 哩地では奪2回以上発 生開荏/ 敢技士蛾(pH 5 .2‾ 6.9)を好む

5 6 トウダイグサ アレチニシキソウ c e sy ce s p. N a T h H、 0 . b- p 0 W ide R 9

5 7 トウダイグサ エノキグサ A ca lyp ha a u stra胎 E n T h R、 0 ) e B .O 多 I .長 寿命 0 9

58 ブドウ ヤプガラシ C ay rat由jap o ntc a E n G R ,-a D . . - G 0

5 9 アオイ キクノバアオイ M x& fr c ,抑 仙 na H a T h R 3 D - p 0 A 生育地は永耗性がないといわれる

8 0 スミレ アリアケスミレ V h la b e ton icHも>//3 va r. a lbe sc en s E n H (ォサ D a ド w lI
6 . スミレ スミレ 挽 血m a nぬ h un ca E rL H R ,M D n ド V▼R .O CF8 V 4 閉鎖花あt}

8 2 スミレ ノジスミレ 伽 y e由 w sfs E n H n >w 〉 D R ド w d fl V 4 閉鎖花あlJ

6 3 スミレ ツボスミレ V iola vere cu n da EYE H FW v D 3 b - ps w 4

8 4 ミゾハコベ ミゾハコベ E la h ne t佃 n血 E n H H lT h R , D 1 bl p W id e 多量.休 眠 R 0 藁の節からひげ相を出す

6 5 ミソハギ キカシグサ ′わ<ta fa ind ioa va r. l侮rin o sa En H H lT h〉 R d 0ー4 plわ 休眠.長 寿命 R 9

6 6 ミソハギ ホソバヒメミソハギ A m m a .′m u N a H H (T h) Rら Q i e .b 多 I R 9

6 7 アカバナ チョウジタデ L u軸 ep i/o b ioi'cfss Cn H叫 T h) R 5 D 14 e F Y 9

6 3 t 'J チドメグサ 伽 'oty ie sib th a rp h id es En C h R 4 D , D V TB w tS

6 9 セリ ツボ クサ C en teita a sia tica tn C h R 4 D 4 p W 0

7 0 セリ ヤブジラミ To n lis jap o m ca ∈n TW w ) R 1 D 2 PS 休眠 W 5

,'1 t 'l 蝣fc 'J O e na nth e ja van ica E n H H R 4 l>. . p - ps V .B .O W 7 茎の切 片による再生力は書しいが、代かき状態の土中l‾2c m 哩没すると著しく低下

7 2 サ クラソウ コナスビ L y sim ac h ia j apo n ic a E n H R 4 D , Pl b F W id e Y 5 周年生育

7 3 サ クラソウ ヌマトラノオ L y si,加 c′Via fo rtu n ei E n H H R -, 0 ,, e W 7
7 4 リンドウ リンドウ G en tian a s cab ra va r.血 Je聯 n . 亡n H R 5 D 4 e V 日

7 5 アカネ フタハムゲラ ′血如 tis d iffuse E n T h R . D , b サ・ w 8

7 6 γ力ネ ヤエムゲラ G aliu m sp u riufn ′7 E n T M w ) R 5 D , h - B .N .0 W id e 多 I t休眠.長寿 命 G 4

7 7 γ力ネ ホソバノヨツハム ゲラ G aliu m trifidu m v ar. bre v仰'$d un c ula tu fn E n H R S 0 , b w 6

7 8 アカネ ヒメヨツハムグラ G aliu m 卵 cifen s fc n H R l D , b G 5

7 9 ヒルガオ ヒルがオ 叫 teg ia j.如 m ica E rl G R z-a D 5。 - F .0 w d e R 0

8 0 ヒルガオ ぺニパナマメアサガオ Ip o m oe a lac un o sa N a T h . 0 , I N W d e 6 ォ .fi サ b'ii ∩ 9

8 1 ムラサキ ハナイパナ B oth′n osp e ,′蝣m um ta ne i/u i′" E r- T h<サ R 5 D j b- p r サ蝣 V 4 周年発生

8 2 ムラサキ キユ・・} ')グサ 77聯 'n o tis p e du nc u ,血n s Elm T h w ) . D , b- p r ド W id e 多量I長寿 命 V 3 周年発生

8 3 シソ アキノタムラソウ S 3 如 0J7′由 E n H R t D . P S V 9 非常に変異が多い

8 4 シソ ヒメジソ 〟 d ian the ,′オ E n T h R、 I)4 e .P w 10

8 5 シソ トウバナ C 肋呼'Od iu m 卵 蝣c/le E n H R 5 u , D -」> R 4
8 6 シソ カキドオシ G lec ho m a h ed e.伺>ce a s sp. g ra n dis E rl H R 4 D , P1 F .O V 4

8 7 シソ ホトケノザ L am /i加 a m p h x ,′わu /8 E n T h(vv) R、 D d b V .B .N .0 # ォ .* * ォ) ∩ 2 周年先生! 粛草花あり

88 ナス アメリカイヌホオズキ S o la tium am e .′ica nu m N a T h R 5 D , b w 10

89 ゴマノハゲサ トキワハゼ M az u s p u m itus E n T W w ) R S D , b‾p s ド w d e 多 I 1長寿命 R 3 周年発生/ 自軍受粉

90 ゴマノハゲサ ムラサキサ ギゴケ M az us m ia ue lu E n H R 4 D j p -p s w d e サ * V 3

9ーゴマノハゲサ アゼナ / 血p roo um b en s E n H H (T h) H , O n b一P W id e 多量.休眠 R s 水 EEl中央母の日B&では朗頚花をつける

92 ゴマノハゲサ アメリカアゼナ Lわ ゐd ub ta s sp .′喝′D r N il H H lT h R lq 0 , , b一P W d e * 蝣 R 7 社内変異が多い

93 ゴマノハゲサ アゼトウガラシ L is a ng us t舶 E n H H (T h R 5 U ,A b - p R 9

94 ゴマノバグサ ムシクサ Ve ron h甜 p e regri n a E n H H CT h) R IG D , 也 多 L S S 命 W 5 ムシクサゾウムシによる虫えい

9 5 ゴマノバグサ タチイヌノフグリ Ve′り>n ica a rve ns is N i T h(w ) R G D , b ド W d e 多量 .長寿命 B 4

9 6 ゴマノハゲサ オオ イヌノフグリ Ve′即'te a p e rsica N i T h(w ) R , 0 4 P lb V .0 W d e 多量-休眠 ,長寿命 R 2

9 7 ゴマノハゲサ オオカワヂシャ ve ron ic a a na ga liis -a oua tic a N a H H (T hサ R 5 D < e 多量 ∨ 4

9 8 キツネノマゴ オギノツメ J加 h its sa iic 'rfo ha ∈n H R R D , e ∨ 9 根茎は地中をはい、節から多数の根と地上茎を出す

99 キツネノマゴ キツネノマゴ J u stわ血P′'o cum be ns En T h R、 O j b IP R 8

100 オオバコ tt li ? 伽 'tag o a sia .ぬ E n H (H o ) n .. r V .F .O W id e W 4 雌性先知/ ほとんど通年生育

ー0 1 オオJくコ ツポ ミオオバコ P an gO 昭 ′・m ca N 8 T h ,T h(vサ) R s 0 ., r 長 寿命 Y 5

10 2 オミナエシ ノヂシャ H iSS tU w S Em N et T h .T hくW ) R、 D , b B 4

10 3 キキョウ ミゾ力クシ L o be lia ch in en sss E n H R . D 4 P .e W d e W 5

10 4 キク オオオナモミ X a n th ium oc o ide n ta le N a T h R IG D , e w d C 休眠 w 9 一つの果実の中に休眠性の異なるニつの捜子が対になって入っている

105 キク トキンソウ C en t,わe由 m lh血 E n T h . D , b lP ド S S Si G 9

1 06 キク ヨモギ A rtem is ia p,′in ce p s E n C h ,H R - , u . 8 V .Hナ0 * 1 Y 9 辛の形に変異が大きいb種子に休眠がないB

1 07 キク タカサプロウ E Cノわta p ro s tra te E n T h R 5 D ,, e一b F .N .O 多 I I休眠 W 7 変異が多い

ー08 キク アメリカタカサブロウ E c hp ta a,伽 N a T h R . 0 ー4 e.b # s w 7
10 9 キク アメリカセンダ ングサ B id en s 触 わSa H a T h Rち D l, n W de 多Ⅰ、休眠.長寿命 Y 9
1 10 キク コセンダングサ B id en s p ih s a va r. p ilo sa N a T h R 5 D ,. e V .F凡 0 w de u s Y 10
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番号 料 稚 .蜜椎名 * * 緒化 .I 伏脹 型昭 .. 哩 生音型.5 l l, ′ im f-m e 旨 :<;.^ ^ t

地 T ae 官型吋 S K Bfcii ミ 1 土 tB 生物の亭主 d 土沈歳応 +7 e ?H 5 I-l M E 月

1 日 キク ノポ ロギク S e ne c io m ′'Iga ris N a T h (vサ).T h R サ D 1 e .b V F .O .P 多I .休 眠 .長寿命 Y 2 周年生育 / 自軍受粉

一一2 キク オオアレチノギク C o nv za s um a t僧'n sis N a T h(w R R 0 , P r W id e サォ Y 7

1 13 キク アレチノギク C o ny za b o na .′わm sis N a T h (w l.T h R IB D , P r V .ド yJ.d e * 1 Y 5

1 14 キク ヒメム力シヨモギ C o ny za c an a de ns is N a T h (w ),T h R5 o , P ' F一o w d e 多 I l長寿命 W s 環境に応じて形や大きさを変化させている

1 15 キク ヨメナ J{a 肋le ri s y o m en a E n C h R 3 D 4 P .- V .F一o V ー0 刈り取 りによる再生力が強い

n e キク ホウキギク A s ter sub u i血tu s va r. s an d w icc ns is N a T h R T D 1 e R ー0

1 17 キク ヒロバホウキギク A s ter su bla tu s v ar.lig u latu s N a T h Rq D 1 e R 9

一一8 キク ヒメジヨオン E ng e rc n an ,仇′LJS N a T M w 〉 R5 D 1 p r V .B .N .0 W id e 多 JL -長寿命 W 5 単為生補することあり

日 9 キク セイタカアワダチソウ S o lidag o e ,〟 加 N a C h R - , o , P r Y 10

1 20 キク ババコグサ G n ap ha lium affin e E n T h(サ) 穐 D 1 o r b ド.0 Y 2

1 2ーキク チチコグサ G n ap h aiium jap o nic u m E n H R L D , b -ps 「 Y 5

1 22 キク チチコグサモドキ G n ap ha kum pe n sytvam cu m N 8 T M w l T h . D 1 b - ps W ide 多 JL l長寿命 Y 5

12 3 キク ウラジ口チチコケサ G n ap ha lium sp ica tum N a T h.T hくW ) R ES D 1 b - ps G 5

12 4 キク ノアザミ 伽 心・m ja p on tcu m E n H R ,(v 〉 D p r ∩ 6

12 5 キク ブタナ H yp o ch oe ris ra dicata N a H FM v ) D t ド v .o W ide 多 I Y 5 生育が早い / 深く伸びる横をもつ

12 6 キク オニタビラコ Yo ung ta j.邸 m̀ k a F n T htm ) . D , P S W de Y t 甫方では年中開花、北方では5 - 10 月開椎

ー2 7 キク ノゲシ S on c hu s oh ra c eu s E n TO w )ーT h R 5 0 1 p r W -de 多 I .休 眠ー長寿命 Y 2 世界のいたるところに柵化している

ー2 8 キク オこノゲシ S on ch u s asp e r N a T W w V rti R 、 D 1 P r V .F .O W d e * サ Y 4 世界のいたるところに婦化している

ー2 9 キク アキノノゲシ La c tu ca ind ies E n T h.T h(w ) R 、 D 1 p r ∨▼F.0 W lde Y 9

13 0 キク ノニガナ Ixe rts p o lyc ep h ala E n T h R IG D p S w dO Y 4

13 1 キク オオジシパ リ h e n k de bt s E n H R 4 0 p‾3S B O Y 4 粘黄土糠 や教性土攻に多い

13 2 キク ニガナ E n ‖ R 5 D 1 P5 F.O W ide Y 4

13 3 キク セイヨウタンポポ Tarax ac um o¥脱 J加 /e N 8 H Fォv ) D 1 r B ,N ,0 多Ⅰ ,長寿命 Y 4 ほ .$ 年中叫荘 蝣m a t *

ー3 4 キク カンサ イタンポポ Tarax ac u m jap am c ufn E n H FM v ) D 1 ド Y 2

ー3 5 キク コオニタビラコ La p san a ap og o no ide s E n T h(vサ〉 . D 1 多 J L.休眠 Y 2

ー3 6 * 蝣サ ヤブタビラコ La p san a h um ilis E rl T K w ) R 5 D , P S Y 4

13 7 オモダカ ウリ力ワ S ag it tari a p y gm a ea . E n H H R 3(t ) D 1 r B .O W d e W 8 塊茎の寿命2 - 3年 / 塊茎による養分吸収 力 l繁殖力が強い

13 8 オモダ力 オモダ力 S ag 'ittaria t′肋 Ih, E n H H m o o , r W id e 多 I .長寿命 W 7 塊茎に休眠あり

13 9 イバラモ イバラモ属 sp .1 N aias s pー1 ∈n H H (T h) R5 D 1 b 0

14 0 ユリ ニラ A lliu m t〃・be ros um E n G 穐 (b 〉 D , ド W 8

14 1 ユリ ノビル A lliu m 卵 y Tl E n G R ,(b ) D j ド V .B .O W id e W 5 むかごを形成

14 2 ユリ ツルボ S c illa sc iHoide s t r. G FM tt D , ド V 8

ー4 3 ヒガンバナ ヒガンバナ Ly c o,〃ざ舶 ta E n G R s(b ) D S r R 9 果実は不稔で種子はできない。まれにできても発芽しないことが多い。

14 4 ミズアオイ コナギ 肋 <n o c/tOir由 Va かla lis var.ーP 血n ta如 l9 E n H H CT h) R R D 14 PS V .B .O W d e 多Ⅰ.休眠 .長寿命 ∨ 9 操子発芽は、イネ徒手の存在下で促進

14 5 アヤメ ニウゼキショウ S isy ri nc h .一tu rn a tlan tiGu m N a H R LL R h I W d ∨ 5 見内の分枚が確立していない

14 6 イグサ スズメノヤリ L uz ula c ap tb ta E n H Rlq D 4 I Y 3 雌性先払

14 7 ツユ クサ ツユクサ C o m m elin a c om m un is E n T h . D j b lP V 且 O W id e 多 I -休 tR l長寿命 B 6 1 日花で虫媒されないとき自募受粉/ 細包茎の節からも租を出す/ 変異が多い

14 8 ツユクサ イポクサ N u′由 ¥n n ia k e tsak E n H H (T h R 4 0 :< b IP F w d e 休眠 R 9 初旬轟の節からも棟を伸ばす

14 9 イネ ジ1 1 ダマ O o a la c,′γけ好.プ̀油J. N a G R l 0 4 I V .N .0 d e G 9

ー5【) イネ カモノハシ Is ch ae m um an s ta tu,巾 va r. g la u cu m l n H R 1 D l4 I r 8

1 51 イネ メリケン力ルカヤ A n dro p ogo n vi,秘 1ICU S N 3 H R.I D . t F .N w de 」 * G 10 嶺茎に散珠状のものあり/ 乾い f=土 J* に多い

1 52 イネ コブナグサ ^′1血 o n h is p ,′誠ノS E n T h R . D 4 b Jp ド de V 9 土壌 OH 4 - 5.3 で先生する

1 53 イネ アシボソ M ia′・v steg iu m vim m e um E n T h R 5 D j b -p G 10 掛 ま閉鎖 花では短い

154 イネ ススキ 肋 c an th us s m e n sis ∈n H . D 1 I F .O 多■ Y 10 やせ也 こ舌応 " H I*

55 イネ チガヤ Im p e,何<ta c y,伽 'drica E n G R ,-j D l e V .B .N .0 de 多量 .休眠 w 5 銀星の繁殖力著しい (根 茎は芽があれば 1cm 以上、幅 2‾ 5m m 以上で再生可範 )

t58 イネ チゴザサ fe e ,伽・e g iob osa E rt H R ワl3 D 14 tlP F W de G 7

ー57 イネ イヌビエ E ch in oc ,′加 c m s 「四〝 Va r一cau da ta ∈n T h R Lq 0 , I V 且 0 多量 ,休眠 ,長寿 命 ∨ 7 PH 7前後を好む

T58 イネ タイヌビエ E ch in oc h lo a p hy lh p og o n E n T h .R 5 D , I V ,F ,0 W td-. 多 I ,休眠 1長寿命 G 9 耐乾鱒性 .3=軌 、/ イネに対する擬態性あり

1 59 ・f * キシユウスズメノヒエ P a sp alu m d is tic n um var. d istic hu m H t H R 3 D t- p V .B .0 多量 .休眠 a 7 佃包茎は伸長が早く、切断されても師から容易に発根

1 60 イネ シマスズメノヒエ P a spa lu m d ila ta tum M l H R 1 o . I ド de 多量 l休眠 G 5 酸性土攻 に適応 ! 耐阜性 l耐暑性あり

16 1 イネ スズメノヒエ P a sp aiu m th un b e,′か E n H . D 4 I V .B .0 de G 7

16 2 イネ メヒシバ D ig ita ,′由 CLぬ n i ∈n T h R 4 D 4 t- P B .N .0 多Ⅰ▼休眠 G 8

.63 イネ アキメヒシバ D ig ita l′血 vio ias ce ns t n T h R IG t]d t- p V .B .O dO 休眠 V ー0 発生時期が遅いほど短期鰍 こ格子を生産 / 形由的変異大

164 イネ ヌカキビ P a nia um brs ulca tum E n T h R 5 o , b M P V .B de G 9

16 5 イネ エノコログサ S e ta ,′神 ー'iri d is E n T h R IB O i I B .N .0 多量 1休眠 -長寿 命 G 7 格子は水中でも一年以上生存 / 確 j射こよって生育期間が変動

16 6 イネ アキノエノコログサ S e ta ri a 励 e n. E r- T h R I D 4 I V .B .N .0 休眠 .長寿 命 G 8 捜子は潔い休鴫性をもつ/ 肥沃地よ LJもやせ地に多い

16 7 イネ キンエノコロ S e ta ria g la uc a E r- T h R 5 D , I B .O 多 I l休眠 -長寿 命 G 8 不良環境 では二次休眠に入る

16 8 イネ コップキンエノコロ S e ta,′旭 P a 伽 -fu se s E n T h R S D 4 I G 9

ー0 9 イネ チ力ラシバ P e nn iSG tum ah p ec uro ide s E n H R t O t I V ,B ,0 W ide 多量 ∨ 9

ー7 0 イネ シバ Z oy sia ja p om ca E n H .G R l-5 D 4 t t-p V 5
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表2のつづき(3)

番号 料 v a m u C I S 桶化.1 乙S B X 菰 母一 生育型.5 u m im >/m a m i B F a *

地下頚骨 型わ I SM c W i 土塊生物の 春主埼 土廬 適応Ⅰ7 種子轟応fB 在色や 関 花月.l0

ー7 . イネ ネズミノオ S po rob o lus h M lis E r- H R 3 0 , t F .O G 9

17 2 イネ ギ ∃ウギシバ C y no do n d ac ,秒わJ7 E n H B < 0 , t.t- p β1.N .0 W id e G 9 アルか }土塊.蝕み寵められた瑞所にも適応

17 3 イネ アゼガヤ L ep toc hlo a c hin eft sis E n T h R 5 0 . t V ,B 多I l休眠 R 8 旬包型と叢生型で生育特性に登がある

17 4 イネ オヒシバ 丘b u Sわa in dica E n T h R , D 4 I F .N .O W id e 多J L 休眠 長寿命 Gi 7

17 5 イネ カゼクサ c rag ro st/s fem igtn ea E n H Rλ D , t V .B .O 休眠 ∨ 9 土壌の乾燥や踏みつけに鐘い

17 6 イネ ヨシ P h′1増f/n itds c ornffi u nis E n H H R ,→ D , ft ド,0 W id e V 0

17 7 イネ サ ヤヌカケサ Le e rsia sa yan uk a E rt H H R I 0 . , t- p R G 9 m w a t t つけることが◆い

17 8 イネ スズメノカタビラ P oa a nn u a E n T ti w lT h R 5 D 4 i N .0 W ide 多象 休 眠.長寿命 G 2 生育環境によI,てtI子休眠の深さが異なる

17 9 イネ オオスズメノカタビラ P os t′如 胎 s sp. trn朋//i N j H R 1 D A t B .O 多l 休眠 長寿命 G 5 上部着生種子は休畦が深い

18 0 イネ タマオオスズ メノカタビラ P oa trivia .ぬ a ap .s yfvtco la N a H R 3 D 4 ～ B .O 多I L休 眠.長寿命 G 5 ・!C X <n 紬 はササtt -サ†I I .ナtV f うi v l>サ也に皇Ⅰ! 上Ⅰ●主Ⅰ子はサs t><辛い

IS I イネ ナ ギナタがヤ VUわゐm v unos v ar. m y u ro s N a T h m ) R 5 D , I G 6 砂寅土壌を好み、海辺の砂地 .乾いた草地に如 、

ー8 2 イネ ホソムギ L oiiu m p .網 n′貯 N a T h h .) R 5 D 4 I B .N .O 長寿命 G 5

18 3 イネ ネズミムギ L oliu m m uft,肋 n Jm N a T h Cv. R q D LZ I F .0 多I I休眠 G 5

ー8 4 イネ ヒメコバ ンソウ H J2 2 13 2 E N a T h R IB D q t ど G 4 e tiォiこも音応

18 5 Y * イヌムギ B rom u s c ath arttc us N . H . D , t 0 G 5 閉鎖花ぽかりの株と関在する株とがある

18 6 イネ アオカモジグサ A grop yro n c ,′伽 va r.m in us E n H R 5 D 4 I F .0 G 5

18 7 イネ カモジグサ A grop yro n is *〃血′sh /en s e va r. t侶′is /e n s E n H R s o , I V ,B ,0 W id e G 5 井原や路鰍 こ生えるのは律子と樺茎で、休耕 田の畢生型は生rこ規子で崇拝

18 8 イネ 力ニッリグサ T ris etu m b仙 m f n H R 5 o , I Y 5

18 9 イネ ノガリヤス C ala m a grv stふaru n-劫 a C e〃 v ar. brac h y tric ha t n G Rー 0 , I G 10

1 90 イネ 力ズノコグサ B e ckm a nn ia syz iga c hn e E n H H T hvri FL D H I F W d e 多1 .休眠 G 4

1 9 1 イネ ヒエガエリ P D如a go n 秘 E n T h (vサ> R 5 Dー4 t G 5

1 92 ・f t . ヌ.力ポ属 sp -1 H R l D , t ∨ 5

1 93 イネ セトガヤ A b p e cu ru s j,わ'O nicu s E r. T h R 5 Dり I G *

1 94 イネ スズメノチッポウ A lop e cu m s a eq ua .ゐ E rー T h (vサ) R 5 0 14 I F .O W id e 多I .休眠 G 3 畑地聖と水EEl型には革製J体眠性などに明らかな差がある

1 95 イネ ネザサ P leiob las tus ch ino v ar.▼∽′ね伝 E n M R ,-, Dォ e G 0

1 98 イネ -f * O ry z a sa tiva E n H H T h . D ォ I B▼0 w d* 多量.休眠 G s

ー97 サトイモ カラスビシヤク P ine ,肋 tem ata E n G R ,(e ) D , e ド W do G 7 むかごを形成

19 8 ウキクサ ウキクサ 一V ifif& TiTi. メ E n H H T h) R S D , n .ド 0 W 0 栄養先頭が主/ 趨肴井(挿穿)をつくる

19 9 ウキクサ アオウキクサ L em n a p e,仲uS胎 E n H H (T h R 1 D 1 a r 8 YV 0 水En =遵応して1年J Lになった/ 自乗受粉/ 休眠芽でも文細/ 時.=事故錐そのもので只沌

2 00 力ヤツリグサ ナキリスゲ C a′せ¥x ten ta E F1 H R 3 D , t Y 7

20 1 力ヤツリグサ アオスゲ 伽 X b′せvic ulrflis E n G R j D 4 t G 4

2 02 力ヤツリグサ アゼスゲ C are x. thu nb ers ii E n H R 3 o . t i Y 4

20 3 カヤツリグサ ヒヂリコ F im b ri stylis m ilia c ea E n H H (T h) Fh D 14 I B ,0 W .d e 多量,休眠 R 7 N肥料の多いところでは生書が劣り、タマガヤツリとは逆の傾向にある

2 04 力ヤツリグサ イヌホタルイ S airpu s ju n c。腺蝣s va r.一oh w ta nu s E n H H .T h R 5 o , I F w de 多I l休唯 一長寿命 G 8 水田では生に種子から発生/ 発生～綿実に2～3ケ月

20 5 力ヤツリグサ ヒメクグ C yp en ts bre v船<liu s E n H H R 1 D , , t▼e ド G 7

20 6 力ヤツリグサ ミズガヤツり C yp eru s se ,付tin us 【n H H 穐(I) D , I B .O w de 多I 、休眠 R 9 1兵 以上の韓はすべて再生範力をもつ

20 7 力ヤツリグサ アゼガヤツリ 伽 <erv s 勉vid us E n T h R5 D 14 I ド W de R 8

20 8 力ヤツリグサ コゴメガヤツリ 伽 eru s ′ン由 E n T h R5 D 4 I B .N .O .P 多I l休眠.長寿命 Y 7 土坤pH 5.2‾6.9で出井l生育がよい

20 9 力ヤツリグサ タマガヤツリ C yp erv s 伽 iS E n H H (T h) R 5 " >サ t 8 、N .0 w de 多量、休眠、長寿命 R s 水田にオオ7 1 1ウキクサが入るとタマガヤツl}やコナギなどの生育が著しく抑制される

2ー0 力ヤツリグサ コアゼガヤツリ i)仰ie ru s h asp a n fc n H H R t Dり s d e R 8

2 11 カヤヅ }グサ ヒナガヤツリ 伽 nJS 飴<a cid us E n T h . D 4 I w d e G 8

2 12 力ヤツリグサ コガネガヤツリ C yp en .′s s tri ao s us U a T h R 5 D 1 4 I Y 8

2ー3 ラン ネジパナ SPねvjthe s s ih e ns rs va r.a m oe n a En G R s(d D 1 4 e R 7

2 14 トクサ スギナ E au tse tum a >′、噌I/7S S E n G R ,-, D 1 e 8 .0 W id e * 1 Y 3 細地では井耕地に比べて深層に塊茎(むかご)を形成 .根茎だけで繁殖

2ー5 ハナヤスリ フユ ノバナウラビ B o try ch ,ん・m terna tum E n c R 5 D 1 e V 0

2 tC イワデンダ イヌワラビ A thri u m n ,わ・o nic u m E -1 G a ,一3 D . a Y 0
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が161種,帰化植物が54種,不明1種であった。種数は

イネ科が最も多く,出現頻度は0.24だった。次いでキク

料,マメ科,カヤツリグサ科,タデ科の順に多く,上位

3科を合わせた累積頻度は0.45であった。上位3科は帰

化植物3大科でもあり,清水(2003)と同様の結果であっ

た。帰化率は12定点全体で25.1%,明石市の6定点では

28.7%,社町・東条町の6定点では21.1%であった。 2

地域の問には有意な差はなかった(x吉.-,-2.5219, p>

0.05)。 10種以上出現した5科の帰化率では,キク科が

最も高く51.5%カヤツリグサ科が最も低く7.7%だった。

休眠型では, 1年草と越年章を示すTh, Th(w)の頻度

が0.46と最も高く,次いで半地中植物を示すHの頻度が

0.26と高かった。 Raunkiaer (1934)は, Th, Th(w)とHH

(Th)をまとめてThと表わしており,それに従うとThが

半数以上を占めた。これらのことは,在来植物と帰化植

物のどちらにもあてはまり,特に帰化植物ではThが0.7

近くを占めた。また,帰化植物には水湿の多年草を示す

HHは出現しなかった(図1)。そこで, Raunkiaer

(1934)の分類をもとに「ThJ 「GとHHJ 「HJ 「Chと地

上植物」の4つのカテゴリーにまとめ直して,在来植物

と帰化植物について比較したところ,帰化植物のThの

頻度が有意に高かった(x孟H-8.0338,p<0.05)c

地下器官型では, R5が圧倒的に多くその頻度は0.63だっ

た(図2)。 Rsは,地下や地上に連絡体をっくらず単立

するという型で,地下器官型の中では最も単純な型であ

る。地中に塊茎等の複雑な栄養器官をしめすR(b)からR

(Ⅴ)までのものはみられなかった。散布器官型では,重

力散布型であるD4と水や風によって運ばれる型のDlの

頻度が高く, D.とDlを合わせると,その頻度は0.83に

なった。動物散布型であるD2や栄養繁殖するD5は,わ

ずかしか見られなかった。在来植物と帰化植物とを比べ

てみると, Dlでは帰化の方が, D。では在来の方がやや

高頻度を示した(図3)。

図1.兵庫県南部における水田雑草の生活型を休眠型別でみた
頻度分布
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図2 ,兵庫県南部における水田雑草の生活型を地下器官型別で
みた頻度分布

生育型では, e, b, tの3つの型が他よりも多く,こ

れら3つの型を合わせた頻度は0.67になった。帰化植物

と在来植物の違いはほとんどないが,帰化植物では,直

立型Cと一時ロゼット型であるprとの頻度が在来のそれ

よりも高く,特に後者ではかなり高かった(図4)。そ

こで, prl3種についてさらに調べてみると, 11種がキク

科であり,そのうち8種がTh, Th(w)-R5-D,-prの組み合

わせだった。

休眠型と地下器官型と散布器官型および生育型の組み

合わせた統合生活型で解析すると,キク科33種ではTh,

Th(w)-Rs-Di-eも8種あり,内訳はTh-eが7種, Th(w)-

Cが1種であった。これらのことから,キク科植物内で

の帰化植物はTh-R.5-Di-eおよびTh(w)-R5-D,-prという統

合生活型で水田環境に入り込んでいることが分かった。

最も種数が多かったイネ科49種について調べると, Th,

Th(w)-R-D4-tが13種, H-R.3-D4-tが9種で多かった。前

者の内訳は, Th-tが9種, Th(w)-tが4種だった。分枝

型を示すbのがどのような休眠型をとっているのかを調

べてみると, RaunkiaerのTh,つまりTh, Th(w)とHH(Th)

を合わせた型が41種,頻度は0.84にもなり,帰化植物で

は1だった。そこで,全216種についてみてみると, bと

Th, Th(w)がセットになっている植物は32種で,その頻

虎はO.15であったHH(Th)を加えると約2割の植物が

この型に属することになる。つまり,春の訪れとともに

上へ伸びる型,冬をロゼットで過ごし春になると上に伸

びる型,枝分かれしながら伸びていく型が水田環境に多

いことが示された。帰化植物での最も多いタイプは,直

立型で種子を風で飛ばすものであり,在来種においては

分枝型ないしは叢生型で,重力落下型の種子のものであっ

た(表3)。つまり,最も単純な生活型が優勢になって

いる。

花色では,黄色の頻度がやや高く4分の1を占めた。

緑の大部分を占めるイネ科,カヤツリグサ科を除くと,

水田植物の花色は,黄,赤,白が大部分を占めることに

なった。 1月を起点として最初に開花した月別の種数と



84 学校教育学研究, 2005,第17巻

季節別頻度では, 4-5月と7-9月の二つのピークが

あり,田植え前に開花・結実する植物とイネの生育期間

に合わせて開花・結実する植物という2つのパターンが

存在することが分かった。これは,帰化植物と在来植物

のどちらにもあてはまるが,帰化植物は田植え前の方が,

在来植物はイネの生育期問の方がやや頻度が高かった。

このことは,帰化植物ではHHやHH(Th)という水湿植物

の頻度が少ないことや,水湿植物の初開花時期が7-9

月に集中していること一致する。

頻度
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l凶帰化植 物 鵡在 来植物 。全体 】

図3.兵庫県南部における水田雑草の生活型を散布器官型別で
みた頻度分布
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図4.兵庫県南部における水田雑草の生活型を生育型別でみた
頻度分布

考察

植物の生息分布からみた水田環境

水田に頻繁に分布する植物の上位3種は,単子葉類の

代表であるイネ科,合弁花類の代表であるキク科,離弁

花類の代表であるマメ科であった(表2)。また,帰化

率が高かった上位3科もこれら3つであった。これらは

帰化植物の3大科にあたり,現代の水田はどの類の植物

にも入り込むチャンスが与えられたこと,つまりニッチ

が大きく空いたことを意味している。生活型において頻

度が最も高かったのは,休眠型では一年生ThとTh(w),

地下器官型では単立型R5,散布器官型では重力落下型

D4,そして生育型では叢生型tであった。 Thが多いのは

遷移の初期段階の特徴で,遷移が進むにつれてH, N,

Mの順に多くなり,遷移の後半や極相状態では高木のM

Mが大部分を占める(阿部, 1999)cこのことは,社町

の極相状態のシイ林20×20mに出現した29種すべてがM

M, Mなどの地上植物だったこと(iwabuchiら, 1994)

や,本調査で地上植物の頻度が僅か0.005であったこと

と一致している。 D4が多いのは,少数の特別な生態学

的特徴をもつ種子をつくるのではなく,小さくて多量の

種子をっくるために水田の植物はエネルギーを注ぎ込ん

でいると思われ,動物散布型であるD2は遷移の初期に

はほとんど見られないことに一致する(阿部, 1999)。

また,水田では多量の種子をつくる種が多く記載されて

いることもこの考えを支持している(表2)。 tが多いの

は,水田という環境なのでイネと同じ生育型が多いこと,

R5が多いのはより単純な型が多いことも意味している。

これらのことから,水田環境は毎年の耕作に伴う耕運・

除草・刈取りなどによって遷移の初期段階が繰り返され

ることに特徴があることが明らかになった。

複数の生活型をセットにして統合生活型としてみたと

ころ, Th-b, H-t, Th-t, Th-R5, Th-D4, R5-D4という型

が多かった。これらはR5やD4というより単純な型が水

田に入りやすいことを示すとともに, Baker (1974)が

理想的な雑草の12条件の一つとして挙げている「多年生

である場合,人間の撹乱より深い土中に休眠芽をもっ」

ことに適合する。今回の調査では,休眠型がHである植

物の中に,クマオオスズメノカタビラやメリケンカルカ

ヤのように地下に数珠状の部分や節をもっものが見られ

た。これも,撹乱地や乾燥地への有効な適応のひとつだ

と考えられる。 4つの生活型をセットにして統合生活型

としてみると,特定のパターンの頻度が高いわけではな

く,多様なパターンで水田環境に入り込んでいることが

分かる(表3)。これもまた,大きく空いたニッチに多

くの植物がいっせいに入り込んで競争を開始したことを

示している。

その土地の気候を知る手段となるRaunkiaer (1934)

の生活型で兵庫県南部の水田を記述すると,地上植物

(S, E, MM, M, N)が0.5%,地表植物chが5.6%,半地

中植物Hが25.9%,地中植物GとHHが12.5%, 1年生植

物Thが55.5%であった。他方,この生活型のパターンに

最も近いのは,地上植物が6%, Chが13% Hが19%,

GとHHが11%, Thが51%であるTripoliの植生がもっ生活

型であった(表4)。 Tripoliはリビアの首都で地中海に

画して,この地方に多い冬雨常緑硬葉樹林に属する(茅,

1997)。平均気温は神戸より約4℃高い約20-C,降水量

は年間305mmと,日本では比較的に降水量が少ない神

戸の1/4以下である(国立天文台, 2003)。沙漠と呼ばれ

る地域の年降水量の閥値は,約250mmといわれている



草本の生活形からみた水田環境

ことから(小泉ら, 2000), Tripoliは地中海式気候に似

ている半沙漠地だといえる。このように,水田の植物は

生活型からは半沙漠という環境に近いことを示している

ことになり,水田環境における植相は,日本のような温

帯の植相とはかけ離れていることも示された。これら全

ての点は今日みられる日本の水田雑草群落は植物遷移の

ごく初期段階の特徴を示している。

帰化植物の侵入からみた水田環境

本調査では帰化率が25.1%と高かった。植物の帰化率

は都市化に伴う環境撹乱の指標などとして利用されてい

る(奥田・佐々木, 1996)c生育環境ごとの帰化率をみ

ると,遷移がより進んだ森林では帰化率がほぼゼロであ

ることから,水田環境は遷移の初期であることを示して

いる。統合生活型について,帰化植物では帰化植物は上

位5つの組み合わせをもっ種の累積頻度は0.46であり,

在来植物の0.25を大きく上回った。在来植物では上位10

累積でも0.37であり,多様な組み合わせが存在していた。

それに対して,帰化植物では限られた組み合わせが高頻

度になっていた。帰化植物は,体のつくりをできるだけ

単純にすること,上に伸びる速度や多量の種子を作るこ

とにエネルギーの多くを費やすこと,多量の種子を水や

風でとにかくいろいろな場所に運んでもらう適応が勝っ

ていると考えられる。

水田環境をフィールドにした環境教育と総合学習

近年,身近な生物や環境を利用した実践がよく報告さ

れているが(関谷, 2002:田中, 2003),身近なところに

すむ生物は,人間の生活活動の影響を強く受け,水田環

境のような遷移の初期段階の生物であることが多い。身

近な自然と我々が呼んでいるものは,このような環境で

あり,その地域本来の自然ではないことを認識した上で

活用する必要があろう。兵庫県南部における本来の自然

とはシイ・カシを主とする照葉樹林であり,社町のシイ

林に出現した種すべてが地上植物である(iwabuchiら,
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1994)。身近な環境を教育に活用するのは精神的な安心

感があり,当然利用すべきことである。しかし,総合学

習が目指す「生きる力」を育成するためには,理屈では

なく偉大なもの神秘なものから受ける直観力とも言える

感性も重要な要素のひとつになると思われる。そのため

には,先にも述べたように身近な自然とともに極相状態

のような自然の両方をじっくりと体験することが肝要で

あろう。少なくとも環境教育の視点として,人間とのか

かわりだけでなく,生態学的視点も必ず持ち合わせてい

なければならない(木村・中越, 1999)。今回の調査に

当てはめれば,植物の種名にこだわらず,生態学的な視

点から生活型をみてきたことにあたり,草本ではクマオ

オスズメノカタビラやメリケンカルカヤのように地下部

にその特徴が現れることも多い。

水田環境には外来種も多い。分類学的にも,在来のも

のと極めて類似の種があり,外来種は年々多量に侵入し

てきており未記載種も多い。種の同定にも細心の注意が

必要である。在来種と外来種の環境適応を論じたタンポ

ポの例もあるが(芹沢, 5004;小川, 2004),遷移の初

期種と環境適応を直接節結びっけるのには問題が多い。

ニッチェが広く開いた状態では,環境適応と昼独立に多

種が入り込める要素がある。このことはまた外来種問題

として発展させることもできるだろう。外来種の管理の

重要性と必要性は,今では世界的な共通認識となってお

り,日本の外来種問題として「生態系の物理的な基盤を

変化させる」や「人に病気や危害を加える」など5点が

指摘されている(村上・鷺谷, 2002)。問題を引き起こ

している生物の多くは,人為的に持ち込まれた動物であ

るが,輸入穀物などに混じって侵入してきた植物もかな

りある。村上・鷺谷(2002)は,日本の侵略的外来種ワー

スト100を表し, 26種挙げている維管束植物の中で,今

回の調査ではオオアレチノギク(Conyza sumatrensis),

オオオナモミ(Xanthium occidentale),外来種タンポポ

表3.統合生活型からみた帰化植物と在来植物の分布

帰化 種 在 来種
休 眠 型 地下器 官型 散 布器 官型 生育 型 種 数 順位 種数 順 位
Th,T h (w ) R 5 D 1 e 7 1
T h T h (w ) R 5 D 1 Pr 5 2
T h ,T h (w ) R 5 D 4 b 14 1
T h T h(w ) R 5 D 3 b 4 4
T h ,T h(w ) R 5 D 4 t 4 4 ll 2
T h T h(w ) R 5 D 4 e 7 3
T h T h(w ) R 5 D 1 t 5 4
T h ,T h(w ) R 5 D 4 P S 4 5
H R 3 D 4 t 5 2 4 5
H R 4 D 4 P 4 5
H R 5 D 4 b 4 5
H R 5 D 4 t 4 5
計 その 他25 その他 104
合計 54 1 6 1
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表4. Raunkiaerの生活型で表した種々の緯度の7°ラと兵庫県南部の水田フEjラの比較

生活 型
S .E .M M .M .N C h H G ,H H T h

フロラか らのずれ

( X df=4値 )

水 田 0 .5% 5.6 % 2 5.9 % 1 2.5 % 5 5 .5%

S e y c he lle s (熱帯 ) 6ー 6 12 5 16 8 9 .6 63 9,pく0 .0 0 1

L ibv a n D es e rt (砂 漠 地帯 ) 12 2 1 2 0 5 4 2 2 5 .3 3 7 7,p < 0 .0 0 1

C yre na ic a (砂 漠地 帯 ) 9 ー4 19 8 5 0 13 .54 0 2,pく0 .0 1

Ita ly (地 中海 地 方 ) 1 2 6 2 9 l l 4 2 12 .73 3 8 ,pく0 .0 5

T rip o li(地 中海 地方 ) 6 13 19 l l 5 1 8 .94 4 2 ,p〉0.0 5

S c h w e iz er M itteーla n d (温帯 ) 10 8 5 0 15 20 3 3.55 3 4 ,pく0.0 0 1

D e nm a rk (温 帯 ) 7 3 5 0 2 2 1 8 3 5 .8 2 0 3,p <0 .0 0 1

S p its be rge n (極 帯 ) 1 2 2 8 0 1 5 2 7 3.4 5 3 9 ,p <0 .0 0 1

A lpe n (高 山帯 )
† 24 .5 6 8 4 3 .5 8 1.4 5 2 2 tPく0 .0 0 1

種群{Taraxacum spp.),セイタカアワダチソウ

(solidago altissima),ヒメジョオン(Erigeron annuus)

の5種が確認された。なお,外来種タンポポ種群とした

のは,日本に生育する外来種は未同定の複数の種と考え

るはうがよいとの観点からである(小川, 2002)。
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